

















第 4 8 5 8 号
昭和 55 年 3 月 25 日
理学研究科生物化学専攻








第 1 部では，まず， HVJの膜より 2 種類の糖蛋白質 (HANA と F) を精製する方法を述べ，次に，
これらの精製した蛋白質と単ーな脂質を用いて，溶血活性を再構成する条件について報告した口溶血
活性は，これら 2 種類の蛋白質と 1 種類のリン脂質だけで再構成されることから，ウイルス蛋白質と

































することが可能で、あるが，この場合にも蛋白質成分としては HANA と Fのみで十分である。この場合
にも活性出現には脂質と蛋白質の重量比が一定範囲内にあることが必要であり，またある程度以上の
大きさの膜小胞がつくられることが必要である。
以上のように，小津君は精製された成分のみを用いて溶血活性および細胞融合誘起活性をもっ膜小
胞を再構成することに初めて成功し これらの活性に必要な成分について明確な知見を得た。この業
績は生体膜の研究にとって重要で、あり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めることが
できる。
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